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2 月 10 日（水）、第一総合研究棟 2 階の多目的講義室において、イン

ターナショナル C アワーを開催した。市民の皆さんや、留学生、日本

人学生など 60 人を超える皆さんがお集まりになった。インターナショ

ナル・コンサートということで、エジプト、モンゴル、韓国、台湾、

中国、日本の 6 カ国 11 組がパフォーマンスを披露してくれた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

        C アワー：インターナショナルコンサート     2月 10日(水)  

2 月 9 日（火）、本学協定校 6 校の短期交換留学生

13 人の修了式を行った。許斐国際交流センター長に

よる修了証書を授与の後、センター教員のお祝いの言

葉、各国代表者の日本語スピーチを行った。来日当初

は日本語で気持ちを伝えられずにもどかしい思いを

したという学生も、スピーチではお世話になった先生

方へのお礼を表現豊かな日本語で話せるまでに上達

していた。スピーチ中に、北見での生活を思い返した

のか、留学生達が涙を見せる場面もあった。修了生の

ドン・アルイーさんの思い出をまとめたオリジナルム

ービーが披露され、留学生活の締めくくりとなった。

無事に修了式を迎えることができた喜びと共に、将

来、母国と日本との架け橋となって活躍するのが楽し

みである。 
 

              短期留学生修了式          2月 9日(火)   

最初に、尺八、大正琴、琴の和楽器演奏に合わせて留学生が

童謡「浜千鳥」を合唱するパフォーマンスがあり、続いて中国

の留学生が歌を披露し、台湾の留学生は大正琴のソロ演奏やヒ

ップホップダンスで会場を盛り上げてくれた。またモンゴルの

留学生によるダンスでは伝統の衣装や音楽と美しい動きに観

客が引き込まれていました。遠く離れた母への思いを込めてギ

ターを弾きながら歌を歌ったドンさんの熱唱には涙を流して

いる観客もいた。 
 



       「北方圏国際シンポジウム」への参加：紋別  2月 21 日(日)～22日(月) 

オホーツク流氷科学センター 
「GIZA」 

ジンさん、ナーさんによる 
韓国の歌 

ボスタンさんによる 
ウイグルの伝統的なダンス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

2 月 21 日（日）～22 日（月）、紋別で行われた「第 31 回北方圏国際シ

ンポジウム」に本学の留学生と教職員が招待を受けて参加した。北見工業

大学からバスに乗って紋別に向かい、シンポジウムに参加し、交流会では

韓国の歌とウイグルのダンスで自国の文化を紹介した。その後、各家庭で

ホームステイをさせてもらい、翌日は流氷砕氷船ガリンコ号Ⅱから流氷を

眺めたり、「オホーツクとっかりセンター」でアザラシに触ったり、北海

道オホーツク流氷科学センター「GIZA」を訪問した。 

留学生はシンポジウム参加や施設見学を通じてオホーツク海と流氷に

ついて学ぶだけでなく、実行委員の皆様やホームステイ家族の暖かい歓迎

を受けながら、日本の文化や「おもてなしの心」について体験することが

できた。日頃勉学に追われ地域と交流することが少ない留学生にとって、

本シンポジウムへの参加は地域の皆様と交流する貴重な機会にもなった

ようだ。ご招待に心より感謝を申し上げる。 

 

流氷砕氷船ガリンコ号Ⅱ 

オホーツクとっかりセンター 

交
流
会
の
様
子 

休憩時間に飲物とお菓子を囲んだ楽しい交流のひと時となり、第二部

は国際交流センターの職員による三味線の演奏から始まり、続いて歌や

ピアノ演奏等があった。帰国を間近に控えたワンさんは感謝の気持ちを

込めた「ありがとう」という歌を熱唱し、その後に述べたお礼の言葉も

感動的だった。エジプトのフセインさんによる「ココナッツダンス」で

は会場が一体となって大いにヒートアップした。最後は日本人学生のア

カペラサークルが美しいハーモニーを披露してくれ、約 2 時間に渡って

盛り上がったコンサートは名残惜しさで会場をなかなか後に出来ない観

客も大勢いた。27 年度の締めに相応しい C アワーとなった。 
 



           新年度にむけたチューターガイダンス     3月 28日(月) 

 4 月 28 日（月）、4 月から在籍する短期留学生

の生活をサポートしてくれるチューターに向け

たガイダンスが行われた。10 人のチューターが出

席し、センター長から留意点や手続きの説明が行

われた。自国を離れ、日本で新しい生活を始める

留学生にとってチューターは心強い存在である。

サポートを通して同世代の交流も深めて欲しい

と願っている。   

今後の予定 

4月 7日（木）短期留学生・研究生ガイダンス 16:30-18:00(A208) 

4月 8日（金）正規留学生ガイダンス 18:00-19:30(A208) 

4月 22日（金）Cアワー「新しい留学生の歓迎会」18:00-19:30  

於：コミュニケーション・アトリウム 

 新留学生が続々と北見に到着している。大きなスーツケースと共に

希望や意欲に満ちた姿で女満別空港、北見駅に到着し、留学生活の一

歩を踏み出している。ほとんどの留学生が寮や宿舎で生活する予定だ。

寮の係員や先輩留学生に生活の指導・アドバイスを受けながら、新学

期が始まる準備をしている。北見工業大学での日々が、かけがえのな

い充実した留学経験になることを祈っている。  

寮の部屋がかわいいです。 

サークルも楽しみ！ 

（Miao Wenyao さん：中国） 

雪があってびっくりしました。 

お刺身が好きなので、 

たくさん食べたい！ 

（Liu Yen-Lin さん：台湾） 

何でも、全部が楽しみです！ 

（Yu Ning さん：中国） 

  

 

 

 

 

発行所：北見工業大学国際交流センター 

住  所：北見市公園町１６５ 

電  話 : (0157) 26-9370 

F A X  : (0157) 26-9373 

E-mail：kenkyu05@desk.kitami-it.ac.jp 

 

           新しい留学生が北見に到着！     3月29日(水)～31日(金) 
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